






























































































































































































（souvenir de la leçon）は習慣の特徴を備え、身体の自動的運動として実現されうる。こ
れに加えて、私は繰り返された学科の音読の復習の場面を自分の過去の出来事として心に








































































































































































































































































































の現われであり、進化の動力源（principe moteur de l'évolution『進化』219）なのであ
る。ベルクソンが意識と表現したのは、それよりもよい言葉がなかったからに過ぎない（『進
化』282）。彼は、創造の要求である意識を「超意識」と呼ぶことを提案してもいる（『進
化』309）。 
 以上、植物と動物との進化の傾向の違いを示し、次に動物の系列における二つの向きが
まったく逆の進化の傾向を示した。進化の運動は物質の世界へと入り込む意識の流れ、し
かも入り込むに従ってそれだけ物質も意識も削り出されるような流れの様相を呈している。
言葉を変えれば、知性によって直観にまで昇格した本能と知性との円環運動が進化の運動
の動力である。このような進化の運動は『物質と記憶』を検討した際に確認した純粋記憶
（精神）と純粋知覚（物質）とがせめぎ合う存在論的領域の様相そのものであることに気
づくだろう。ベルクソンは、「純粋持続、過去がいつも前に進み、絶対的に新しい現在で絶
えず増大している持続」（『進化』240,247）を進化の運動のなかに置き戻したのである。
 13
『物質と記憶』で示された、私の身体を物質世界の中から切り出す純粋持続は、『創造的進
化』で示された進化の運動においては、無数の生物がさまざまな程度において生きる意識
の無数の平面のうちの、たった一つの平面に過ぎないことになろう。しかしこの意識の平
面を生きること、同じことだが生物が自分の体を持って物質世界へと入り込むことが、進
化の力、生命の原初のエランの発露であるといえよう。「生命は、物質と接触していれば、
一つの衝動、エランに比べられるだろうが、それ自体で見れば、生命は無限の潜在性であ
り、何千もの傾向の相互浸透なのである。もっともこの傾向が何千にもなるのは、相互外
在的にすなわち空間化されたときでしかない」（『進化』305）のである。生命は、進化の
根源的な生命性として、進化の系列において生物が削りだされるところに確認されるので
ある。 
 
〈註〉 
本文中の引用の頁数は、次の邦訳のものである。 
『物質と記憶』（高橋里美訳）岩波文庫 
『創造的進化』（真方敬道訳）岩波文庫 
引用文は、訳語と文体の都合上、必ずしも邦訳には従っていない。 
